
シリーズ南っ子応援隊
学校だより自我作古やホームページで時折紹介させていただいている南っ子応援隊の皆様のご活

躍について、「自我作古で毎回シリーズ化してみてはどうか？」と地域学校協働活動推進委員の横田

様よりご助言をいただきました。これまでより多くの方に、これまで以上に無理のない程度でご参

加いただくためにも、とても良いアイデアだと思いましたので、このご助言を採用させていただく

ことにしました。

『シリーズ南っ子応援隊』では数ある応援隊の方々の中から代表の方に原稿を依頼し、これを掲

載させていただくことにしました。

記念すべき第１回目は『南っ子見守り隊』の松井幸男さんです。

見守り隊をして約３年になりますが、学校内のいろいろなところを
見に回って子どもたちの元気に遊んでいる姿を見ることができました。
教室ではタブレットで色々なことを調べていたり、ゲームなどをした

りして遊んでいました。また、子どもたちは
桜の森が大好きで、いつも多くの子どもた

ちが遊んでいます。桜の森には大人の目から見て少し危険
な場所もあるので注意して遊んでほしいと思っています。

見守り隊をしていて子どもたちにたくさんの元気をもらっ
ています。これからもよろしくお願いします。

南っ子見守り隊は以下のように活動してくださっています。（以下 横田様より）

○毎週火曜日と木曜日の週２回 １３：１５～４０の２５分間。（昼休みの児童見守り）

○メンバーは現在１４人。

○月に１回参加の方などもおられ、無理の内容程度で実施くださっています。

○メンバーを募集中です。（お試しも大歓迎です。）

ミナミチャレンジ ペース走
上記の取り組みが１／２０（月）から始まってい

ました。そして、本日が最終日となりました。

体育科の授業や毎日の長休みに決められたコース

を周回しびわ湖の周りの○印（右のカード）を塗り

つぶしていき、琵琶湖一周を達成しようという取り

組みです。琵琶湖一周はできなくても途中の目標を

達成することができれば賞状をもらうことができま



す。決められたコースは上学年用のコースと下学年用のコースがありま

す。右の写真は長休みの運動場の様子です。右側（内側）が低学年用の

コースで、左側（外側）が高学年用のコースとなっていました。

なんと、この期間中は運動場での他の遊びよりペース走をする子ども

たちが最優先です。たくさんの子どもたちが自分のペースでの走りを楽

しんでいました。たくさんの教師も子どもたちと一緒に走っていました。
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